


開
催
に
あ
た
っ
て

　
日
本
で
最
も
著
名
な
仏
師
、
運
慶（
生
年
不
詳
〜
一
二
二
三
）。
そ
の
卓
越
し
た
造
形
力
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
写
実
性
に
あ
ふ
れ
る

像
を
生
み
出
し
、
輝
か
し
い
彫
刻
の
時
代
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　
運
慶
が
活
躍
し
た
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
、
ま
さ
に
動
乱
の
時
代
で
し
た
。
治
承
四
年（
一
一
八
〇
）
に
始
ま
っ
た
源
平
の
戦
い
は
津
々
浦
々

に
波
及
し
、
や
が
て
政
権
は
貴
族
か
ら
武
士
へ
と
引
き
継
が
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
運
慶
は
、
平
家
の
焼
き
討
ち
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
し
た
奈

良
の
興
福
寺
や
東
大
寺
の
復
興
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
貴
族
の
み
な
ら
ず
新
興
勢
力
で
あ
る
東
国
武
士
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
仏
像
を
制
作
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
運
慶
は
奈
良
、
京
都
に
拠
点
を
置
い
て
仏
師
の
工
房
を
率
い
、
多
く
の
仏
像
を
残
し
ま
し
た
。
本
展
覧
会
は
、
運
慶
と
縁
の
深
い
興
福
寺
の
中
金
堂
が
約

三
百
年
ぶ
り
に
再
建
さ
れ
る
の
を
記
念
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
機
に
各
地
の
名
品
を
一
堂
に
集
め
て
展
観
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
運
慶
の
父
で
あ
る
康こ

う

慶け
い

、
息
子
の
湛た

ん

慶け
い

、
康こ

う

弁べ
ん

ら
親
子
三
代
に
わ
た
る
作
品
を
通
じ
て
作
風
の
樹
立
か
ら
次
代
へ
の
継
承
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
最

新
の
学
術
研
究
の
成
果
も
盛
り
込
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
、
運
慶
芸
術
の
真
髄
を
た
っ
ぷ
り
と
ご
堪
能
い
た
だ
け
る
画
期
的
な
展
覧
会
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

国宝　世親菩薩立像(部分)　奈良・興福寺蔵　写真：六田知弘3



国宝　無著菩薩立像(部分)　奈良・興福寺蔵　
写真：六田知弘

展覧会の
みどころ

◯	

天
才
仏
師
・
運
慶
の
傑
作
が
集
結
す
る
、

	

史
上
最
大
の
展
覧
会

	

運
慶
は
生
涯
に
多
く
の
作
品
を
造
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
運
慶
作
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
十
軀
前
後
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。そ
れ
ら
は
全
国
各
地
に
分
散
し
、寺
院
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
お
像
は
門
外
不
出
の
場
合
も
あ
る
た
め
、大
規
模
な
運
慶
展
は
こ
れ
ま
で
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

	

今
回
は
、
運
慶
と
縁
の
深
い
奈
良
・
興
福
寺
の
中
金
堂
再
建
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し
、
同
寺
所
蔵
の
運
慶
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
京
都
、

和
歌
山
、
愛
知
、
静
岡
ほ
か
、
各
地
で
大
切
に
守
り
継
が
れ
て
き
た
仏
像
も
結
集
す
る
こ
と
と
な
り
、
史
上
最
大
の
運
慶
展
が
実
現
し
ま
す
。

 ◯	

父
・
康
慶
か
ら
息
子
・
湛
慶
、
康
弁
へ

	

運
慶
の
作
風
の
誕
生
と
継
承

	

京
を
中
心
に
貴
族
が
治
め
た
平
安
時
代
か
ら
、東
国
・
鎌
倉
に
幕
府
を
置
き
、武
士
が
支
配
を
広
げ
た
鎌
倉
時
代
へ
。時
代
の
変
革
期
に
、運
慶
は
十
二

世
紀
に
流
行
し
て
い
た
仏
像
の
表
現
ス
タ
イ
ル
、
定じ

ょ
う

朝ち
ょ
う

様よ
う

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
生
命
力
が
み
な
ぎ
る
国
宝「
八は

ち

大だ
い

童ど
う

子じ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
蔵
）や
肖
像
彫
刻
の
最
高
傑
作
で
あ
る
国
宝「
無む

著じ
ゃ
く

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

・
世せ

親し
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
奈
良
・
興
福
寺
蔵
）に
代

表
さ
れ
る
、
迫
真
性
に
満
ち
た
造
形
が
み
ど
こ
ろ
で
す
。

	

本
展
で
は
、
運
慶
自
身
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
を
通
覧
す
る
と
と
も
に
、
父
・
康こ

う

慶け
い

、
息
子
・
湛た

ん

慶け
い

、
康こ

う

弁べ
ん

ら
親
子
三
代
の
作
品
を
加
え
、
独

創
的
な
造
形
の
誕
生
と
そ
の
継
承
と
い
う
視
点
か
ら
も
運
慶
作
品
を
捉
え
ま
す
。

◯	

博
物
館
で
た
っ
ぷ
り
味
わ
う
運
慶
　

	

お
寺
で
は
見
ら
れ
な
い
表
情
も
　

	

会
場
は
、
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
の
ス
ケ
ー
ル
を
生
か
し
た
空
間
と
な
り
ま
す
。
国
宝「
無
著
菩
薩
立
像
・
世
親
菩
薩
立
像
」を
守
る
よ
う
に
、
高
さ

二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
堂
々
と
し
た
体
軀
の
国
宝「
四し

天て
ん

王の
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」（
奈
良
・
興
福
寺
蔵
、
南
円
堂
安
置
）が
目
の
前
に
立
ち
並
ぶ
光
景
は
、
ま
さ
に
圧

巻
。
国
宝「
八
大
童
子
立
像
」（
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
蔵
）を
は
じ
め
多
く
の
作
品
は
、
普
段
は
ご
覧
に
な
れ
な
い
後
ろ
姿
を
含
め
三
六
〇
度
全
方
位
か

ら
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
展
覧
会
な
ら
で
は
の
展
示
方
法
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
運
慶
の
魅
力
を
発
見
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◯	

未
来
に
引
き
継
ぐ
運
慶

	

調
査
研
究
の
最
先
端
を
紹
介

	

運
慶
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
も
な
お
調
査
研
究
は
進
ん
で
お
り
、
新
た
な
知
見
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
五
年
間
に
三
件
も
の
運
慶
作
品
、
あ

る
い
は
そ
の
可
能
性
が
高
い
作
品
が
見
出
さ
れ
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
年
行
わ
れ
た
X
線
C
T
調
査
に
よ
っ
て
得
た
像
内
納
入

品
の
映
像
も
運
慶
研
究
を
進
展
さ
せ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
こ
う
い
っ
た
新
知
見
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

1234
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円
成
寺

 

国
宝

 

大
日
如
来
坐
像

　

興
福
寺

 

国
宝

 

無
著
菩
薩
立
像
・
世
親
菩
薩
立
像

 

国
宝

 

四
天
王
立
像

 

重
要
文
化
財

 

仏
頭

　

光
得
寺

 

重
要
文
化
財

 

大
日
如
来
坐
像

 

（
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
）

　

東
京
国
立
博
物
館

 
重
要
文
化
財

 

十
二
神
将
立
像（
う
ち
五
軀
） 

　

真
如
苑

 

重
要
文
化
財

 

大
日
如
来
坐
像

　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

 

重
要
文
化
財

 

十
二
神
将
立
像（
う
ち
七
軀
）

　

浄
楽
寺

 

重
要
文
化
財

 

阿
弥
陀
如
来
坐
像
お
よ
び
両
脇
侍
立
像
　

 

重
要
文
化
財

 

不
動
明
王
立
像
　

 

重
要
文
化
財

 

毘
沙
門
天
立
像

　

光
明
院

 

重
要
文
化
財

 

大
威
徳
明
王
坐
像

 

（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
寄
託
）

　

瀧
山
寺

 

重
要
文
化
財

 

聖
観
音
菩
薩
立
像
　

　

願
成
就
院

 

国
宝

 

毘
沙
門
天
立
像

　

金
剛
峯
寺

 

国
宝

 
八
大
童
子
立
像

　

六
波
羅
蜜
寺

 

重
要
文
化
財

 

地
蔵
菩
薩
坐
像

　

東
大
寺
　

 

国
宝

 

重
源
上
人
坐
像

【
お
も
な
出
品
作
品
の
所
在
一
覧
】

写真：六田知弘
写真：飛鳥園

写真：奈良国立博物館 (佐々木香輔）

写真：神奈川県立金沢文庫 写真：京都国立博物館（岡田愛）

写真：六田知弘

写真：六田知弘

写真：六田知弘 写真：六田知弘 写真：鎌倉国宝館（井上久美子）

写真：飛鳥園

写真：高野山霊宝館
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国宝 毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

立
りゅう

像
ぞ う

運慶作
鎌倉時代・文治2年（1186）
静岡・願成就院蔵

像内に納められていた五輪塔形の銘札の墨書から、文治２年（1186）に
北
ほう

条
じょう

時
とき

政
まさ

の発願により運慶が造ったものとわかる。北条氏の本拠地であ
る伊豆韮

にら

山
やま

に創建された願
がん

成
じょう

就
じゅ

院
いん

に安置されている５軀のうちの１軀。引
き締まった体で左に腰を捻って立ち、力がみなぎって今にも動き出しそうで
ある。武将のような顔つきも毘沙門天像にはめずらしい。奈良と伊豆のど
ちらで制作したかは不明だが、願成就院の像には運慶の独創性がいかん
なく発揮されており、この時までに独自の作風を樹立したことが知られる。
鎌倉幕府の御家人にこの作風が喜んで迎えられ、東国が慶派仏師の活躍
の場になった。　� ［貸出画像2］

写真：飛鳥園

写真：飛鳥園

国宝　大日如来坐像(部分)　奈良・円成寺蔵　写真：飛鳥園

国宝 大
だ い

日
に ち

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

運慶作
平安時代・安元2年（1176）
奈良・円成寺蔵

台座の裏に墨書があり、運慶が「安元元年十一月廿四日」に造仏の注文を受
けて造り始め、「同二年十月十九日」に完成した像を引き渡したことが知られ
る。銘文は運慶自身が書いたもので、末尾に「大仏師康慶実弟子運慶」と記
し、署名している。現存するもっとも早い運慶の作品で、時間をかけて入念に
造ったのだろう。溌剌とした表情と体格、きれいに梳いた髪のふくらみなど写
実的で、運慶の類まれな才能を感じることができる。　� ［貸出画像1］

国宝 運
う ん

慶
け い

願
が ん

経
ぎょう

（法
ほ

華
け

経
きょう

巻
ま き

第
だ い

八
は ち

）
平安時代・寿永2年（1183）

治承４年（1180）、平
たいらの

重
しげ

衡
ひら

の軍勢が放った火によって東大寺、興福寺の主
要伽

が

藍
らん

が焼失した。運慶は幼少のころから両寺院の仏像、伽藍に親しんでい
たはずで、深く胸に刻まれる事件だっただろう。焼け残った東大寺大仏殿の
木を軸にして法華経八巻の書写を発願した。紙は工人に沐浴精進させて作ら
せ、水は比叡山横

よ

川
かわ

、園
おん

城
じょう

寺
じ

、清水寺から霊水を取り寄せて墨をすっている。
巻第八の奥書に快慶をはじめ結縁した同僚の仏師の名前がある。

重要文化財 仏
ぶ っ

頭
と う

運慶作
鎌倉時代・文治2年（1186）
奈良・興福寺蔵

享保2年（1717）に焼失した興福寺西金堂の本尊、釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

の頭部として
伝来した。鎌倉時代の興福寺の記録によると「文治二年正月二十八日」に運慶
が大仏師として完成した像の堂内安置に関わったことが知られる。従って運慶
が造像したと見られるが、同じ年に造った願

がん

成
じょう

就
じゅ

院
いん

の阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

との作風
に開きがあり、運慶がどこまで関与したかはっきりしない。

重要文化財 地
じ

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さ つ

坐
ざ

像
ぞ う

康慶作
平安時代・治承元年（1177）
静岡・瑞林寺蔵   展示期間：10月31日〜11月26日

像底、脚部の裏側に墨書された銘文により康慶の作とわかる。若々しい端整な
表情、頬、顎や背面のやわらかな肉付き、着衣の表現などに写実表現が進んで
いる。円

えん

成
じょう

寺
じ

の大日如来坐像（P8）と作風が近く、運慶は父の影響を強く受け
たことがわかる。

重要文化財 				  

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
に ょ

来
ら い

および両
りょう

脇
きょう

侍
じ

坐
ざ

像
ぞ う

平安時代・仁平元年（1151）
奈良・長岳寺蔵　展示期間：阿弥陀如来坐像と観音菩薩坐像は	
9月26日〜10月29日

定
じょう

朝
ちょう

が完成させた和様彫刻（定
じょう

朝
ちょう

様
よう

）は胸腹部が薄く、衣の襞は浅い穏やかな
作風が特色で、平安時代後期に広く流行した。しかし、この像は張りのある肉
付きと写実的な衣

え

文
もん

が際立ち、鎌倉彫刻の兆しが感じられる。三尊とも目に水
晶の板をはめており（玉

ぎょく

眼
がん

）、制作年代がわかる像ではもっとも早い例である。
長
ちょう

岳
がく

寺
じ

は奈良県天理市にあるため、奈良仏師の作と考えられる。運慶が生まれ
たのは、この像が造られたころである。

第
1
章 

運
慶
を
生
ん
だ
系
譜
―
康
慶
か
ら
運
慶
へ

運
慶
の
生
年
は
不
明
で
す
が
、
息
子
・
湛た

ん

慶け
い

が
承
安
三
年（
一
一
七
三
）生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
、

処
女
作
と
見
ら
れ
る
円
成
寺
の
大だ

い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う（

国
宝
）を
安
元
元
年（
一
一
七
五
）に
着
手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
お
よ
そ
一
一
五
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
等
院
鳳
凰
堂
の
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う（

国
宝
、
天
喜
元
年〈
一
〇
五
三
〉）の
作
者
で
あ
る
大
仏
師
・
定じ

ょ
う

朝ち
ょ
う

か
ら

仏
師
集
団
は
三
つ
の
系
統
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、

運
慶
の
父
・
康こ

う

慶け
い

は
興
福
寺
周
辺
を
拠
点
に
し
た
奈
良
仏
師
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

院い
ん

派ぱ

、
円え

ん

派ぱ

の
保
守
的
な
作
風
に
対
し
て
、
奈
良
仏
師
は
新
た
な
造
形
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
気
概
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、
運
慶
の
父
あ
る
い
は
そ
の
師
匠
の
造
っ
た
像
と
、
若
き
運
慶
の
作
品
を
展
示
し
、

運
慶
独
自
の
造
形
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
源
流
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

第
2
章 

運
慶
の
彫
刻
―
そ
の
独
創
性

文
治
二
年（
一
一
八
六
）に
運
慶
が
造
っ
た
静
岡
・
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

院い
ん

の
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

、
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

お
よ
び
二に

童ど
う

子じ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

、

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う（

い
ず
れ
も
国
宝
）の
五
軀
に
は
全
く
新
し
い
独
自
の
造
形
が
見
ら
れ
ま
す
。

建
久
八
年（
一
一
九
七
）頃
の
高
野
山
金こ

ん

剛ご
う

峯ぶ

寺じ

の
八は

ち

大だ
い

童ど
う

子じ

立り
ゅ
う

像ぞ
う（

国
宝
）は
入
念
な
玉ぎ

ょ
く

眼が
ん

の
表
現
、

立
体
的
に
表
し
た
頭
髪
と
墨
描
し
た
後
れ
毛
な
ど
が
写
実
性
に
富
み
、
感
情
ま
で
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

晩
年
の
無む

著じ
ゃ
く

菩
薩
立
像
・
世せ

親し
ん

菩
薩
立
像（
い
ず
れ
も
国
宝
）は
、
圧
倒
的
な
存
在
感
と
精
神
的
な
深
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
人
々
が
仏
像
に
求
め
た
の
は
、
仏
が
本
当
に
存
在
す
る
と
い
う
実
感
を
得
た
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

運
慶
は
そ
の
要
求
を
受
け
止
め
て
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
応
え
た
の
で
す
。

国宝　世親菩薩立像(部分)　奈良・興福寺蔵　写真：六田知弘

写真：六田知弘

勢至菩薩坐像 阿弥陀如来坐像 観音菩薩坐像

8

10

10



重要文化財 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

および両
りょう

脇
きょう

侍
じ

立
りゅう

像
ぞ う

　
重要文化財 不

ふ

動
ど う

明
みょう

王
お う

立
りゅう

像
ぞ う

重要文化財 毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

立
りゅう

像
ぞ う

運慶作
鎌倉時代・文治５年（1189）
神奈川・浄楽寺蔵   阿弥陀如来坐像および両脇侍立像は期間限定展示

不動明王立像と毘沙門天立像に納入されていた銘札により、鎌倉幕府の有力な
御家人である和

わ

田
だ

義
よし

盛
もり

とその夫人の発願により、運慶が造ったことがわかる。阿
弥陀如来坐像および両脇侍立像は肥満した体と生気のある表情で存在感と現実
味に富む。不動明王像と毘沙門天像は、願成就院像の斬新に比べて古典的であ
る。両者の違いの理由は不明だが、発願者の好みを反映したとも考えられる。 

清浄比丘童子 烏倶婆誐童子

写真：高野山霊宝館

国宝 八
は ち

大
だいじ

童
ど う

子
じ

立
りゅう

像
ぞ う

のうち
恵
え

喜
き

童
ど う

子
じ

・清
しょう

浄
じょう

比
び

丘
く

童
ど う

子
じ

・烏
う

倶
ぐ

婆
ば

誐
が

童
ど う

子
じ

・
恵
え

光
こ う

童
ど う

子
じ

・制
せ い

多
た

伽
か

童
ど う

子
じ

・矜
こ ん

羯
が

羅
ら

童
ど う

子
じ

運慶作
鎌倉時代・建久8年（1197）頃
和歌山・金剛峯寺蔵

平安時代後期、１２世紀作の不動明王像に随う八大童子として造られたもので、
６軀が運慶作、２軀は後補である。八条女院という高貴な女性の発願だからか、
経典で性悪とされる制多伽童子が理知的な顔に造られるのをはじめ、いずれも
上品な姿である。玉眼は視線の強さ、あるいは聡明さなどを巧みに表し、生きて
いるように見える。造像時の華麗な彩色もよく残っている。運慶作品の中でも完
成度の高さで屈指の作である。

恵光童子

矜羯羅童子 恵喜童子

制多伽童子
［貸出画像3］

毘沙門天立像
写真：六田知弘

阿弥陀如来坐像および両脇侍立像
写真：鎌倉国宝館（井上久美子）

 ［貸出画像4］

不動明王立像
写真：六田知弘
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重要文化財 大
だ い

日
に ち

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

鎌倉時代・12～13世紀
栃木・光得寺蔵

像と同時期の厨子・光背・台座が残る貴重な作例。刳り上げた像底にＬ字の金
具を２個取り付けて、台座に付けた環に挿し込んで固定する。台座の心棒を厨
子の底板にあけた穴に落とし込み、光背裏面と厨子後壁を金具でつなぐ。こ
れによって亡失、盗難を免れ、火災などの時も安全に移動できたのだろう。像
内に五輪塔形の木柱、水晶珠を納入する。これは仏の魂ともされる心

しん

月
がち

輪
りん

であ
る。像内をはじめ周到な工作も運慶の創意によるものと考えられる。

重要文化財 大
だ い

日
に ち

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

鎌倉時代・12～13世紀
東京・真如苑蔵

１３年前に初めてその存在が知られるようになった像。髻の
形、容貌など運慶風が濃厚である。伝来は不明だが、栃木・光

こう

得
とく

寺
じ

の大日如来坐像（P16）と形式、像内納入品など類似点が
多い。そのため、この像も光得寺像と同様、鎌倉幕府の重鎮、
足
あし

利
かが

義
よし

兼
かね

に関わる像とする説がある。運慶作の可能性が高い
が、なお慎重な検討が必要である。

国宝 四
し

天
て ん

王
の う

立
りゅう

像
ぞ う

鎌倉時代・13世紀
奈良・興福寺蔵(南円堂安置）

ダイナミックな動きが卓越した像。装飾の豊かな甲
よろい

や着衣の表現も見どころである。
本来南

なん

円
えん

堂
どう

にあったのは仮講堂（旧称：仮金堂）に安置される四天王像であることが
わかったため、現在南円堂に置かれるこの四天王像がどこにあったかが問題になっ
ている。最近は北

ほく

円
えん

堂
どう

のものとする意見に賛同する研究者が増えている。北円堂の
像は運慶を大仏師として４人の子、湛慶・康

こう

運
うん

・康
こう

弁
べん

・康
こう

勝
しょう

が１軀ずつ分担して造った
ことが知られるため、北円堂の像と確定すれば運慶の作品が４軀増えることになる。

写真：六田知弘写真：六田知弘

写真：六田知弘

写真：飛鳥園

写真：神奈川県立金沢文庫

重要文化財 大
だ い

威
い

徳
と く

明
みょう

王
お う

坐
ざ

像
ぞ う

 (※P17右下)
運慶作
鎌倉時代・建保4年（1216）
神奈川・光明院蔵

平成19年（2007）に行なわれた解体修理で像内納入品が発見され、巻物の
奥書に「源

げん

氏
じの

大
だい

弐
に

殿
どの

」が発願し、建保４年、運慶によって造られた旨が記されて
いた。発願者は 源

みなもとの

頼
より

家
いえ

、実
さね

朝
とも

の乳母である大
だい

弐
にの

局
つぼね

と見られる。小さな像で欠
失部分はあるが、運慶最晩年の作として貴重な像である。

重要文化財 地
じ

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さ つ

坐
ざ

像
ぞ う

運慶作
鎌倉時代・12世紀
京都・六波羅蜜寺蔵

体の中心部分を一材から造る一
いち

木
ぼく

造
づくり

の像で、像底を刳り残す
が上げ底式にはしないなど運慶が造った像の中では異色であ
る。しかし、胸を張った堂々とした体軀と深く動きのある衣

え

文
もん

は、願成就院の阿弥陀如来坐像に通ずる。袈裟の端が左袖の
上にかかる部分では袖の衣文を彫った上に別の小材を貼り付
けて表している。奈良時代の乾

かん

漆
しつ

造の仏像に似た手法である。
運慶作と見て間違いないが、制作年代については意見が分か
れている。

国宝 無
む

著
じゃく

菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅう

像
ぞ う

・世
せ

親
し ん

菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅう

像
ぞ う

運慶作
鎌倉時代・建暦2年（1212）頃
奈良・興福寺蔵

北円堂は、奈良時代に藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

の供養のために建立されたが、治承４年（1180）
の兵火で焼失、復興は遅れ承元２年（1208）にようやく造仏が始まった。弥

み

勒
ろく

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

と両脇侍像、二羅
ら

漢
かん

、四天王像の造像は運慶統率のもと６人の子、４人の弟
子たちが分担した。
無著、世親は５世紀、北インドに実在した学僧で、法

ほっ

相
そう

教学を体系化したことで知
られる。無著が兄、世親は弟であり、2軀の像は老年と壮年に作り分けられている。
２メートルに迫る巨体に厚手の衣を着け、大ぶりな衣文を作って重厚な存在感を表
す。一方容貌は無著の静、世親の動と対照しつつ精神的な深みを加えている。世界
的な傑作と言って良い。

重要文化財 							     

聖
しょう

観
か ん

音
の ん

菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅう

像
ぞ う

運慶・湛慶作
鎌倉時代・正治3年（1201）頃
愛知・瀧山寺蔵

建久10年（1199）に没した源頼朝の供養のため、頼朝の従兄弟にあたる僧・寛
かん

伝
でん

が造った像。『瀧
たき

山
さん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

』には、聖観音像の像内に頼朝の髪と歯が納められたと記
され、Ⅹ線写真により、頭部内に納入品が確認されている。脇侍の梵

ぼん

天
てん

・帝
たい

釈
しゃく

天
てん

を
合わせ三尊とも作者は運慶・湛

たん

慶
けい

とする。肉付きの良い体軀と写実的な着衣の表現
など運慶の特色が顕著で、『瀧山寺縁起』の記述は信用できる。表面の彩色は後補。
聖観音菩薩立像が寺から外に出るのは初めてである。�  ［貸出画像5］

寺外 
  初公開！

無著菩薩立像
［貸出画像7］

大威徳明王坐像 大日如来坐像

世親菩薩立像
［貸出画像8］ 広目天像 増長天像 持国天像

多聞天像
［貸出画像6］
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重要文化財 子
こ

犬
い ぬ

鎌倉時代・13世紀
京都・高山寺蔵

高山寺は明
みょう

恵
え

上
しょう

人
にん

が中興した寺。上人は湛慶を信頼
したらしく、高山寺には牡牝の鹿、狛犬ほか湛慶作と
見られる像が数多く伝わっている。子犬の彫像もその
ひとつで、むくむくした愛くるしい姿は、上人の心を
潤しただろう。善膩師童子像とこの子犬の像は見る
者に温かな気持ちを起こさせる点で共通している。

重要文化財 十
じゅう

二
に

神
し ん

将
しょう

立
りゅう

像
ぞ う

京都・浄瑠璃寺伝来
鎌倉時代・１３世紀
子神・丑神・寅神・卯神・午神・酉神・亥神：東京・静嘉堂文庫美術館蔵
辰神・巳神・未神・申神・戌神：東京国立博物館蔵

九体阿弥陀と浄土庭園で知られる浄
じょう

瑠
る

璃
り

寺
じ

に伝来した像。明治時代初頭に寺を離れ、民間に流
出したが、現在は静嘉堂文庫美術館と東京国立博物館の２カ所の所蔵となっている。この12軀
が一堂に会するのは、昭和50年（1975）に東京国立博物館が開催した「鎌倉時代の彫刻」展
以来である。12軀の表情、姿勢は変化に富み、像表面に施された装飾も造られた当時のものが
よく残っている。明治35年（1902）11月22日付けの毎日新聞の記事に「大仏師運慶」という
銘があったと紹介されていることが最近話題になったが、その銘文はまだ確認されていない。

写真（静嘉堂文庫美術館所蔵分）：京都国立博物館（岡田愛）

42年ぶりに
12軀勢ぞろい！

第
3
章 

運
慶
風
の
展
開
―
運
慶
の
息
子
と
周
辺
の
仏
師

運
慶
に
は
六
人
の
息
子
が
お
り
、
い
ず
れ
も
仏
師
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
単
独
で
造
っ
た
作
品
が
残
る
の
は
湛た

ん

慶け
い

・
康こ

う

弁べ
ん

・
康こ

う

勝し
ょ
う

で
す
。
こ
こ
で
は
湛
慶
と
康
弁
の
像
を
展
示
し
ま
す
。

運
慶
の
後
継
者
と
し
て
十
三
世
紀
半
ば
ま
で
慶
派
仏
師
を
率
い
た
湛
慶
は
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

快
慶
と
と
も
に
造
像
し
た
こ
と
も
あ
る
た
め
か
、
運
慶
の
重
厚
な
作
風
よ
り
快
慶
の
洗
練
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
京
都
・
高こ

う

山さ
ん

寺じ

の
牡
牝
一
対
の
鹿
や
子
犬（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）、
高
知
・
雪せ

っ

蹊け
い

寺じ

の
善ぜ

ん

膩に

師し

童ど
う

子じ

立り
ゅ
う

像（
重
要
文
化
財
）な
ど
の

写
実
性
と
繊
細
な
情
感
表
現
は
、
運
慶
風
を
継
承
し
た
も
の
で
す
。

康
弁
作
の
龍り

ゅ
う

燈と
う

鬼き

立り
ゅ
う

像ぞ
う（

国
宝
）は
力
士
の
よ
う
な
モ
デ
ル
の
存
在
を
思
わ
せ
る
筋
肉
の
表
現
に
お
い
て
、
よ
り
直
接
的
に
運
慶
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
運
慶
に
き
わ
め
て
近
い
作
風
の
像
を
展
示
し
ま
す
。

亥神 戌神［貸出画像9］ 酉神 未神

巳神 辰神 卯神

申神

寅神 丑神

午神

子神

国宝　龍燈鬼立像(部分)　奈良・興福寺蔵　写真：六田知弘19 18



年
号	

西
暦	

事
項	

	
	

関
連
作
品（
太
字
は
出
品
作
品
）

安
元
二
年 

一
一
七
六 

円
成
寺
・
大
日
如
来
坐
像
を
完
成 

国
宝
　
大
日
如
来
坐
像（
奈
良
・
円
成
寺
）

治
承
四
年 

一
一
八
〇 

平
重
衡
が
東
大
寺
、
興
福
寺
に
火
を
放
つ
。
こ
の
後
、
運
慶
が
復
興
に
携
わ
る 

寿
永
二
年 

一
一
八
三 

法
華
経
八
巻
の
書
写
を
発
願 

国
宝
　
運
慶
願
経

文
治
二
年 

一
一
八
六 

一
月
、
興
福
寺
西
金
堂
・
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像
を
大
仏
師
・
運
慶
が
堂
内
に
安
置 

重
要
文
化
財
　
仏
頭（
奈
良
・
興
福
寺
）

 
 

五
月
、
北
条
時
政
発
願
の
静
岡
・
願
成
就
院
の
諸
像
を
造
る 

国
宝
　
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
不
動
明
王
及
び
二
童
子
立
像
、
毘
沙
門
天
立
像（
静
岡
・
願
成
就
院
）

文
治
五
年 

一
一
八
九 

和
田
義
盛
発
願
の
神
奈
川
・
浄
楽
寺
の
諸
像
を
造
る 

重
要
文
化
財
　
阿
弥
陀
如
来
坐
像
及
び
両
脇
侍
立
像
、
不
動
明
王
立
像
、
毘
沙
門
天
立
像（
神
奈
川
・
浄
楽
寺
）

建
久
四
年 

一
一
九
三 

足
利
義
兼
発
願
の
栃
木
・
樺
崎
寺（
廃
絶
）の
大
日
如
来
坐
像
を
造
る 

重
要
文
化
財
　
大
日
如
来
坐
像（
真
如
苑
）が
こ
れ
に
当
た
る
か
？

建
久
八
年 

一
一
九
七 

高
野
山
一
心
院
不
動
堂
に
八
大
童
子
像
を
造
る
と
い
う 

国
宝
　
八
大
童
子
立
像
の
う
ち
六
軀（
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
）

建
久
十
年 

一
一
九
九 

こ
れ
以
前
に
足
利
義
兼
の
た
め
に
大
日
如
来
像
を
造
る
か 

重
要
文
化
財
　
大
日
如
来
坐
像（
栃
木
・
光
得
寺
）が
こ
れ
に
当
た
る
か
？

正
治
三
年 

一
二
〇
一 

湛
慶
と
と
も
に
瀧
山
寺
の
諸
像
を
造
る
と
い
う 

重
要
文
化
財
　
聖
観
音
菩
薩
立
像
、
梵
天
、
帝
釈
天
立
像（
愛
知
・
瀧
山
寺
）

建
仁
三
年 

一
二
〇
三 

快
慶
・
定
覚
・
湛
慶
と
と
も
に
東
大
寺
南
大
門
の
仁
王
像
を
造
る 

国
宝
　
金
剛
力
士
立
像（
奈
良
・
東
大
寺
）

承
元
二
年 

一
二
〇
八 

興
福
寺
北
円
堂
の
造
仏
開
始 

建
暦
二
年 

一
二
一
二 

源
慶
・
静
慶
・
運
覚
・
湛
慶
ら
と
と
も
に
造
っ
た
興
福
寺
北
円
堂
仏
像
が
完
成 

国
宝
　
弥
勒
如
来
坐
像
、
無
著
菩
薩
立
像
・
世
親
菩
薩
立
像（
奈
良
・
興
福
寺
）

建
保
四
年 

一
二
一
六 

十
一
月
、
実
朝
の
乳
母
大
弐
局
発
願
の
仏
像
を
造
る 

重
要
文
化
財
　
大
威
徳
明
王
坐
像（
神
奈
川
・
光
明
院
）

貞
応
二
年 

一
二
二
三 

十
二
月
十
一
日
、
運
慶
没 

【
運
慶
年
表
】

【
系
統
図
】

国宝 重
ちょう

源
げ ん

上
しょう

人
に ん

坐
ざ

像
ぞ う

鎌倉時代・13世紀
奈良・東大寺蔵　展示期間：10月7日〜11月26日

建永元年（1206）に没した俊
しゅん

乗
じょう

房
ぼう

重
ちょう

源
げん

の肖像彫刻。
作者は不明だが、老貌の迫真の描写から運慶作と見
る説がある。大仏と大仏殿をはじめとする東大寺伽
藍の再興という難事業を不屈の精神力で成し遂げた
人柄が偲ばれる傑作である。

写真：奈良国立博物館 (佐々木香輔）

康こ
う

尚じ
ょ
う

定じ
ょ
う

朝ち
ょ
う

覚か
く

助じ
ょ

長ち
ょ
う

勢せ
い

【
円
派
】

院い
ん

助じ
ょ（

以
下
省
略
）

円え
ん

勢せ
い（

以
下
省
略
）

【
院
派
】

頼ら
い

助じ
ょ

【
奈
良
仏
師
】

康こ
う

助じ
ょ

康こ
う

朝ち
ょ
う

成せ
い

朝ち
ょ
う

【
慶
派
】

運う
ん

慶け
い

快か
い

慶け
い

湛た
ん

慶け
い

康こ
う

慶け
い

康こ
う

円え
ん

康こ
う

弁べ
ん

運う
ん

賀が
康こ

う

勝し
ょ
う

康こ
う

運う
ん

運う
ん

助じ
ょ

運う
ん

覚が
く

静じ
ょ
う

慶け
い

源げ
ん

慶け
い

定じ
ょ
う

覚か
く

重要文化財 毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

立
りゅう

像
ぞ う

・吉
き ち

祥
じょう

天
て ん

立
りゅう

像
ぞ う

・善
ぜ ん

膩
に

師
し

童
ど う

子
じ

立
りゅう

像
ぞ う

湛慶作
鎌倉時代・13世紀
高知・雪蹊寺

毘沙門天像の足
あし

枘
ほぞ

に書かれた銘文により、湛慶の作とわかる。若い武将のような容貌と
左に腰を捻って立つ姿は運慶が造った願

がん

成
じょう

就
じゅ

院
いん

の毘沙門天立像（P10）に似ている。し
かし力がみなぎる運慶の像に比べると胴が長く、ゆったりと構えている。むしろ湛慶の
真骨頂は善膩師童子像に見られる。小首をかしげ、つぶらな瞳で上方を見つめるこの童
子像ほど可憐な姿の彫像は類を見ない。

国宝 天
て ん

燈
と う

鬼
き

立
りゅう

像
ぞ う

・龍
りゅう

燈
と う

鬼
き

立
りゅう

像
ぞ う

　
康弁作
鎌倉時代・建保3年（1215）
奈良・興福寺蔵

龍燈鬼の像内に納入されていた文書に建保３年、康弁
によって造られたことが記される。龍燈鬼の頭上に乗
せた燈籠を上目遣いで見る顔は、滑稽である。げじげ
じ眉毛を切り抜いた銅板で作り、牙は水晶製。両腕、
臀部、大腿部の筋肉表現は鍛え上げた人物を傍にして
彫ったと思えるほど写実的である。東大寺南大門の金
剛力士像に通ずるもので、康弁が運慶から学び、継承
したことがわかる。

龍燈鬼立像［貸出画像11］ 天燈鬼立像［貸出画像10］

写真：六田知弘
※本展では、鎌倉時代を1185年～としています。

※
赤
字
は
本
展
に
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
る
仏
師
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興
福
寺
中
金
堂

　
興
福
寺
中
金
堂
は
伽
藍
の
中
心
堂
宇
と
な
る
重
要
な
建
物
で
す
。

和
銅
三
年（
七
一
〇
）に
創
建
者
で
あ
る
藤
原
不
比
等
が
発
願
し
て
、

和
銅
七
年（
七
一
四
）に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
中
金
堂
は
平
安
時
代
以
降
、
七
回
も
の
焼
失
と
再
建
を
く
り
返

し
て
き
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
堂
は
、
本
来
の
姿
に

は
ほ
ど
遠
く
、
仮
堂
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、

平
成
三
年（
一
九
九
一
）に
境
内
整
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成

十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
は
仮
堂
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
金
堂
を
解
体

し
、
本
格
的
な
天
平
様
式
の
金
堂
再
建
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
約
三
〇
〇
年
ぶ
り
に
よ
み
が
え
る
中
金
堂
の
再
建
は
、

創
建
当
初
の
復
元
を
目
指
し
、
古
様
を
守
り
な
が
ら
、
現
代
の
建
築

様
式
を
随
所
に
取
り
入
れ
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
創
建
当
初
の
図
面
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
記
録
や
発
掘
調
査

の
結
果
か
ら
、
当
初
の
中
金
堂
規
模
は
東
西
三
六・
六
メ
ー
ト
ル
、

南
北
二
三
メ
ー
ト
ル
、最
高
高
二
一・二
メ
ー
ト
ル
、寄
棟
造
、単
層・

裳
階
付
き
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
に
立
柱
式
、
二
〇
一
五
年
に
鴟
尾
の
据
付
を
終
え
、

現
在
建
物
は
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
完
成
し
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
の

落
慶
に
向
け
て
、
残
る
作
業
は
僅
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

興
福
寺
中
金
堂
落
慶
法
要 

二
〇
一
八
年
十
月
七
〜
十
一
日

会期	 2017年9月26日（火）〜11月26日（日）
会場　	 東京国立博物館 平成館（上野公園）
	 	 TOKYO NATIONAL MUSEUM （UENO PARK）

休館日　	 月曜日　
	 	 ※ただし10月9日（月・祝）は開館

開館時間	 午前9時30分〜午後5時
	 	 ※金曜・土曜および11月2日（木）は午後9時まで開館
	 	 ※入館は閉館の30分前まで

主催　	 東京国立博物館、法相宗大本山興福寺、朝日新聞社、テレビ朝日
協賛　	 あいおいニッセイ同和損保、大和証券グループ、凸版印刷
協力　	 神奈川県立金沢文庫

展覧会公式サイト　http://unkei2017.jp/

お問い合わせ　03-5777-8600（ハローダイヤル）

●	観覧料金（税込）　

	 一般	 	 1,600円	 （1,400円／1,300円）

	 大学生　	 1,200円	 （1,000円／900円）

	 高校生　	 900円	 （700円／600円）

	 ※中学生以下無料。 ※障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）。
	 ※（  ）内は前売／20名以上の団体料金。 ※前売券は7月1日（土）〜 9月25日（月）まで販売。
	 ※チケット取り扱い：東京国立博物館正門チケット売り場（窓口、開館日、前売券・当日券のみ）、展覧会公式サイト、主要プレイガイドほか。

　
奈
良
・
興
福
寺
は
和
銅
三
年（
七
一
〇
）
の
創
建
で
、
千
三
百
年
の
歴
史
を
誇
る
仏
教
寺
院
で
す
。
そ

の
長
大
な
歩
み
は
一
面
で
、
焼
失
と
再
建
の
繰
り
か
え
し
で
し
た
。
そ
の
な
か
、
治
承
四
年（
一
一
八
〇
）

の
南
都
焼
討
ち
で
は
、
文
字
通
り
一
山
灰
燼
に
帰
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
復
興
は
、
仏
教
美
術
の
ル

ネ
サ
ン
ス
と
も
い
わ
れ
、
教
学
復
興
と
と
も
に
前
代
に
み
な
い
清
新
な
造
仏
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
代
表
が
康
慶
率
い
る
慶
派
い
わ
ゆ
る
奈
良
仏
師
で
、
そ
の
息
男
・
運
慶
に
至
っ
て
、
鋭
い
写
実
性

に
基
づ
く
躍
動
感
や
、
深
い
精
神
性
に
由
来
す
る
仏
教
世
界
の
寂
静
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
さ
れ
ま

し
た
。
興
福
寺
北
円
堂
の
本
尊
に
随
侍
す
る
無
著
・
世
親
の
菩
薩
立
像
は
、
仏
師
運
慶
の
到
達
し
た
境

地
を
如
実
に
示
す
作
例
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
興
福
寺
で
は
現
在
、
境
内
の
史
跡
整
備
を
鋭
意
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
核
事
業
が
、
享
保
二

年（
一
七
一
七
）
に
焼
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
中
金
堂
の
再
建
で
す
。
再
建
造
営
は
多
く
の
方
々
の

お
力
添
え
に
よ
り
順
調
に
進
捗
し
、
来
年
夏
に
は
工
事
が
完
了
し
、
十
月
七
〜
十
一
日
に
落
慶
法
要
を

厳
修
す
る
運
び
で
す
。

　
鎌
倉
復
興
に
活
躍
し
た
仏
師
運
慶
の
作
例
に
、
現
代
興
福
寺
の
境
内
史
跡
整
備
・
中
金
堂
再
建
造
営

を
重
ね
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

 

興
福
寺
貫
首 
多
川 

俊
映

●	報道関係お問い合わせ

◇	「運慶展」広報事務局（ウインダム内）
	 TEL. 03-6661-9602　FAX. 03-3664-3833　E-mail:unkei@windam.co.jp
	 〒103-0014東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-9-4F「運慶」展広報事務局

中金堂の完成予想図

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9　
東京国立博物館ウェブサイトhttp://www.tnm.jp/

●	交通案内
	 JR上野駅公園口、鶯谷駅南口より徒歩10分
	 東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅、東京メトロ千代田線根津駅、
	 京成電鉄京成上野駅より徒歩15分

※表紙写真：（右）国宝  八大童子立像のうち制多伽童子（部分）　和歌山・金剛峯寺蔵　写真：高野山霊宝館　（左）国宝  無著菩薩立像（部分）　奈良・興福寺蔵　写真：六田知弘
※裏表紙写真：（右）国宝  天燈鬼立像（部分）　（左）国宝  龍燈鬼立像（部分）　奈良・興福寺蔵　写真：六田知弘
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